【 事業報告書 】

日本財団 事業名：明石海峡沿岸地域における新船就航フェスティバル等の開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海の日サポート事業）
【全体事業内容】
実施報告レポート：海とふれあう遊び体験
実施日：8月1日（土）

本事業は、林崎・松江海水浴場において、海水浴等に訪れた方々、特に家族連れのお子様を対象に、海や水を使った遊びを体験してもらうことで海に親しんでいただくとともに、明石の海の素晴らしをＰＲしようと実施したものです。

林崎・松江海水浴場は、明石市内で昔ながらの姿を残す唯一の海水浴場であり、遠浅できれいな水質の海水浴場としても人気を集め、海の家も併設されています。

近年の明石の海水浴場では、海辺でのレジャーの変化が年々大きくなっており、バーベキュー等の利用者は増加、海水浴の利用者は減少という傾向があり、海岸を親水空間として多くの方に利用いただくとともに、海水浴場のにぎわいづくりの起爆剤として、イベントを展開しました。
イベントの内容としましては、明石に産卵に訪れるアカウミガメの保護に関するパネルを使った明石の海岸環境保全啓発パネル展、水鉄砲を使ったストラックアウトゲームや色のついた石を波打ち際で探す宝探しゲームなどを開催し、行列ができるほど多くの子供たちが笑顔で真夏のイベントに参加いただきました。
特に、宝探しゲームでは、見つけ出した石の色によって、子供用ゴムボートや浮輪が当たるため子供から大人までが一所懸命に石を探し、見つけた石でどんな景品がもらえるのかと子供たちは目を輝かせていました。
●参加人数　約１，１００人
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実施報告レポート　明石海峡航路歴史パネル展

実施日：8月2日（日）～
本事業は、淡路ジェノバライン待合所において、関係機関が所有する写真をもとに、明石港周辺の景色、人々や文化の交流を支えてきた歴代船舶のパネルを作成、展示にすることにより、これから新たな物語を創る新船舶『まりん・あわじ』の就航の門出を祝福した。

桟橋までの通路壁面に十数枚のパネルを展示したことにより、行き交う人々の目に留まることとなった。

展示内容としては、古いものは大正初期からはじまり、現代に至るまでの明石港周辺の風景、明石と淡路島を繋いできた船舶となっており、ご高齢の方々からは、通勤や通学で利用していた、また、それにまつわるエピソードなどの会話も交わされるなど昔を懐かしむ声が多く聞こえた。

一方、若い世代からは、航路の変遷についての解説パネルを併設したことにより、昔と今を知ることができる貴重な機会を提供できた。

昨今、明石から淡路島へ自転車で渡り、島内を一周するツーリングが流行しているが、そのツーリング客も興味深げに見ており、好評であった。

この度のパネル展は、老若男女、明石、淡路島在住か否かを問わず、明石海峡における海上交通の役割、重要性及びその大切さについて学び、楽しむことができる効果があった。

引き続き、明石港側での新桟橋が完成する９月22日までの２か月間、パネル展示が続けられるため、より多くの人々に見学していただける、まさに“温故知新”となった事業と考える。
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●参加人数　　　延べ100,000人（見込）　※Ｈ26.8.2～Ｈ26.9.22実績に基づく

実施報告レポート：明石海峡航路新船就航フェスティバルの開催

実施日：8月2日（日）
8月2日、海でつながる未来と海峡フェスティバル、明石海峡新船舶「まりん・あわじ」就航記念式典が兵庫県淡路市の岩屋港で開催されました。第一幕は午前10時3分、花火の合図とともに、地元AIE国際高等学校の学生による和太鼓の演奏で幕が開かれると、淡路島岩屋漁業協同組合の大漁旗を掲げた漁船に先導され、新船舶「まりん・あわじ」が、ご当地キャラクターの「あわ神」、「あわ姫」や「はばタン」などを乗せ、船体には明石海峡で獲れるタコやタイを描いた「まりん・あわじ」が訪れた約700名の人々の前に姿を現しました。
　式典で、門康彦淡路市長は、これまでに新船舶の建造にご支援、ご協力をいただいた方々や、盛大な就航式典にご支援いただきました日本財団様へ感謝申し上げた後、「明石海峡航路は、淡路島の重要な交通手段であると考えている。これで有事の際の海上交通の確保ができた。今後は淡路島と本土との交流がますます盛んになれば」とあいさつしました。
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　式典はその後、衆議院議員の西村康稔先生、同じく赤羽一嘉先生をはじめとするご来賓のみなさま方よりご祝辞をいただいた後に、テープカット、海上安全祈願、くす玉開披、「まりん・あわじ」のデザイン及び愛称の優秀作品者の発表及び建造業者、ラッピングデザイナーへの感謝状の贈呈が行われました。第一幕の最後は「まりん・あわじ」の運航を行う㈱淡路ジェノバライン吉村社長の決意表明でしめくくられました。
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第２幕はステージセレモニーで「まりん・あわじ」を背にした舞台で就航を祝います。トップバッターはAIE国際高等学校の迫力満点の和太鼓です。続いて、多くの学生が「まりん・あわじ」で通学することになる、地元淡路高校と淡路吹奏楽団が合同で吹奏楽を披露、市立岩屋保育所及び市立石屋小学校附属幼稚園児によるかわいい踊りは会場を和ませました。ステージセレモニーのトリを飾るのは、岩屋恵比須舞奉賛会のみなさまによる恵比須舞で、コミカル舞で観客を沸かせました。
また会場では、地元淡路島岩屋漁業協同組合によるご当地シーフードカレーふるまわれており、終る頃には、用意された６００人前が完食されました。
海峡フェスティバルのフィナーレは「まりん・あわじ」の試乗会です。航海速力２４ノット（時速：約４４km）のスピードを披露し、試乗した３３０人はつかの間の船旅を満喫しました。
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●参加人数　約700人
実施報告レポート：学ぼう！明石海峡航路の歴史クルージング　

実施日：９月６日（日）

明石海峡の歴史や魅力を船に乗って歴史を学ぶクルーズ体験会が、９月６日クルージングが淡路ジェノバラインの船内で行われました。

このイベントは明石市と淡路市でつくる実行委員会により、次世代を担う子どもたちに海や船への好奇心を高めてもらおうとの趣旨で、日本財団の「海でつながるプロジェクト」の一環として開催し、地元の小学生と保護者ら約１４０人が参加されました。

[image: image39.jpg]



第一便は岩屋港から出発、第二便は明石港から出発しました。

旅客船「まりーんふらわあ２」（１０２トン）に乗船し、明石海峡大橋周辺を約２５分間クルージングしました。

淡路ジェノバラインの豊田副社長は、「今回のイベントは８月２日のまりん・あわじ就航式に引き続き、歴史を学ぼうということで開催しました。２２日には新しい桟橋の竣工式が行われ、淡路市と明石市で今までできなかったことができるようになります」とあいさつ。
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（淡路ジェノバライン　豊田副社長）

続いては、淡路市市長、明石市副市長からあいさつがありました。
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淡路市の門市長は、「淡路島は明石海峡大橋の開通で得たものは多いけど、失ったものも多く、明石海峡大橋は生活道路でありながら、自転車とバイクが通れないことが課題でもありました。まりん・あわじは、１２５ｃｃのバイクと自転車を搭載することができるので、いよいよ本土と陸続きになります。淡路は海がすばらしいのが魅力なので楽しんでください」。明石市の森本副市長は、「明石市にとって海は大変重要です。明石と淡路を結ぶ道路は、世界最長の吊り橋といったすばらしいロケーションですし、マリンスポーツ、海水浴と楽しめる場所でもあり、海産物のグルメも魅力です。今回のイベントは船の上から歴史を学ぶ、大変貴重な機会です。未来を担う子供たちが、海を考えていくきっかけになれば嬉しい」
（左写真：淡路市門市長　右写真：明石市森本副市長）
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この日はあいにくの天候でしたが、参加者のみなさんは、船から眺めるダイナミックな海からの景色を楽しんでおり、明石海峡大橋の下をくぐると、あちこちから歓声が聞こえてきました。また、淡路ジェノバライン岡野船長から「運行中に新造船『まりん・あわじ』とすれ違う場面がありますので、ぜひ楽しんでください」とのあいさつがあり、「まりん・あわじ」とすれ違うと、手を振りながら感動をかみしめている様子でした。

　　　（淡路ジェノバライン　岡野船長）

船内では、明石海峡の歴史や自然のついての説明があり、明治初期から現在までの航路の歴史としては、１８７１年に明石と淡路を結ぶ定期船の運航が始まったこと、１９５４年にフェリーの営業が始まったこと、明石海峡大橋の規模についても紹介。

地元の水産業であるタコ、イカナゴ漁、ノリの養殖など、海産物の説明などもあり、クイズ形式の出題になると、子供たちは元気いっぱいに答え、楽しんでいる様子でした。

地元に住んでいても、海にまつわる歴史や自然を学ぶ機会が少ないものですが、今回のイベントに参加することで子供たちはもちろん、保護者の皆さんもたいそう興味深く聞いておられ、海に親しみを持つ機会になったのではないでしょうか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（淡路市参加者）
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（明石市参加者）　　　　●参加人数：約１４０名　

実施報告レポート　明石市本町浮桟橋竣工式典
実施日：９月２２日（火）祝日

９月22日に、『明石市本町浮桟橋竣工式典』並びに『記念イベント（海の生き物タッチプールとウミガメのおはなし会、神戸海上保安部巡視艇見学会）』が、明石港において盛大に開催されました。

明石港旅客ターミナルで開催された明石市本町竣工式典には、国をはじめとして兵庫県、関係機関など多くの方々の出席を賜りました。

竣工式典においては、この度整備された浮桟橋から、８月に就航した明石海峡新船舶「まりん・あわじ」へ、125㏄以下のバイクの渡り初めが執り行われ、平成25年以降、国・兵庫県・淡路３市及び明石市・運航事業者による連携のもと、取り組んできた事業の成果を披露しました。

明石港の玄関口となる明石市本町浮桟橋の供用により、明石と淡路島との交流・連携を支えるとともに、中心市街地の南の拠点として賑わいが創出され、更なる地域振興が図られるものと期待されています。
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●参加人数　来賓等約80名

実施報告レポート：海の生き物タッチプールとウミガメのおはなし会
実施日：９月２２日（火）祝日

　明石海峡航路の機能強化を記念して、引き続き、明石港旅客ターミナルにおいて、神戸市立須磨海浜水族園の協力を得て、『海の生き物タッチプールとウミガメのおはなし会』が開催されました。

　地元小学生を対象とした当イベントは、会場の関係上、事前申込み制を採用しましたが、募集開始後１週間で定員に達したことからも、子どもたちには非常に魅力的な内容であったと思われます。

　また、申込みメールでは、『海の生き物が大好き』や『ウミガメに触りたい』などのメッセージが添えられるなど、イベントへの期待をうかがい知るものでした。

　いざ、本番になると、須磨海浜水族園の大鹿展示飼育部長の熱の入ったおはなし会に、子どもも保護者も全員が夢中になって聞き入っていました。その後のタッチプールでの、ウミガメやドチザメなどとの触れ合いや、明石海峡新船舶「まりん・あわじ」の船内開放などを楽しみ、大盛況のうちに終了しました。
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●参加人数　子ども（下は１歳児から上は小学６年生）及びその保護者126名

実施報告レポート：神戸海上保安部巡視艇見学会

実施日：９月２２日（火）祝日

竣工式典及び『海の生き物タッチプールとウミガメのおはなし会』と同じ日に、明石港（旧たこフェリー桟橋）において、神戸海上保安部巡視艇「ふどう」の船内見学会が開催されました。

市広報紙や新聞を通じて、イベント案内を行ったことにより、下は乳児からご高齢の方まで幅広い年齢層の方に参加していただきました。

順番待ちの参加者の反応をうかがうと、間近にみる巡視艇の大きさや迫力、特別なことが無い限り入ることができない操舵室の見学に期待を膨らませていました。

船内見学会後は、制服を着用した記念撮影会や明石のご当地アイドルＹＥＮＡ☆とのオリジナル折り紙などを楽しんでいました。
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●参加人数　540名（うち、子ども177名）

最後に、明石市本町浮桟橋竣工式典並びに明石海峡航路の機能強化を記念した一連のイベントを、“海と子ども”をキーワードとして開催した結果、天候にも恵まれ、多くの方々に参加いただき、大成功を収めることができました。
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